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　昨年は、豪雨災害、硫黄山・口永良部島の噴火、猛暑酷暑後の台風被害、各地の地震と続きました。

被災された皆様に心からのお見舞いを申し上げます。平成最後の年が明けましたが落ち着かれま

したか。会員の方々は、お健やかに新春をお迎えでしょうか。

　鹿児島県看護連盟は、本年も皆様の「現場の声」を４人の国会議員に意見交換等でお届けし、

看護現場を明るくするために国政の場での大活躍を期待し活動してまいります。　

看護連盟は、看護協会が目指す看護現場の課題を法律の制定や改正、政策や予算獲得へと確実に

実現して本年で 60 周年となります。会員の皆様のご協力に心から感謝いたします。

　昨年 4月開始した「石田まさひろを応援する会」1万人の応援のネットワークは、目標達成が

目前です。本年 6月 30 日には城山で決起集会。7月には「選挙に行こう！」を合言葉に、石田ま

さひろ議員を高得票で再選するためコツコツ一致団結し活動して行きましょう。高得票こそ、石

田まさひろ議員の説得力ある発言を後押しする力強い組織力となります。

　新元号で、「看護と政策」、「看護と政治」、「最新の看護記録」、「プレゼン開発」など現場の業務

や制度改善に繋がる研修をいたします。皆様方の参加協力を宜しくお願い致します。

コツコツ一致団結を願って

平成 31 年 1 月吉日
鹿児島県看護連盟 会長　德永 龍子

新年のごあいさつ
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　健やかな新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。
　4 月には統一地方選、7 月には第 25 回参議院選を控えた中で、日本看護連盟も、爽やかに明るく
元気に新春を迎えました。
　昨年は、あべ俊子先生が外務副大臣、たかがい恵美子先生が厚生労働副大臣、石田まさひろ先生が
厚生労働委員会委員長に就任され、看護連盟にとっては最高にうれしい年となりました。各先生方の
実力はもとより、皆様の日ごろの活動の成果により日本看護連盟および各都道府県の看護連盟の行動
力、力強さを社会に示すことができましたことに心から感謝申し上げます。
　今年も、看護・看護連盟の底力を発揮し、看護職を代表する国会議員の先生方を確実に国政の場に
送り、しっかり活動していただき、専門職として最良の看護を提供できる環境を整えていく政策を実
現していきましょう。選挙権は国民に与えられた権利です。「選挙に行こう」を合言葉に、目標達成
に向けて活動してまいりましょう。

穏やかな中に、

力強さを秘めた看護連盟

日本看護連盟 会長　草間 朋子

　新しい年を迎え、皆様に謹んでお慶びを申し上げます。
昨年度は、全国規模で、西日本豪雨災害、大阪北部大地震、北海道胆振東部地震と次々と大規模な災害
に見舞われました。亡くなられ方々のご冥福をお祈りするとともに、この正月を福祉避難所で過ごされ
た皆様の一日も早い復興が望まれます。
　本会は今年も、四職能委員会で災害対策を取り上げ、各施設における事業継続計画策定の推進や災害
支援ナースの育成等に努めて参ります。また、2018 年 10 月に厚生労働省の労働時間等設定改善指針改
正で、「深夜業の回数の制限」「勤務時間インターバル」の両項目が明記されました。看護連盟や関係団
体とともに、看護職が生涯にわたり働き続けられる職場環境づくりの推進に取り組んで参ります。
　最後に、本会は看護職ネットワーク強化事業のアウトリーチ活動等に取り組み、会員が 12,093 名（平
成 30 年 12 月 1 日現在）となりました。今年度も新たな会員を含む皆様のニーズや期待に応えられます
よう、努めて参りますので、どうぞ宜しくお願いいたします。

皆様のニーズや期待に

応えられますよう努めます

公益社団法人鹿児島県看護協会会長
田畑千穂子



新年のご挨拶
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　鹿児島県看護連盟の皆様、新年おめでとうございます。
平素からの温かいご支援に改めて感謝申し上げます。お蔭様で先の国会より、参議院厚生労働委員長
を拝命いたしました。保助看法を含む厚生労働法制の真ん中で仕事をしています。
委員会はまさに与野党論戦の場であって、国会議員の主戦場と言えます。しかし、国民にとっては議
論が深まり法案がより良いものになることこそ重要ですから、委員長としてしっかりとその職責を果
たしていく所存です。
　この 5年間、国会のない時は土日も含めて看護の現場を訪問し、皆様の声を国政に反映させて参り
ました。特に今は書類・記録の削減に取り組んでいます。皆様からいただく生の声が私の原動力です。
今年もどんどんお聞かせください。皆様が元気になる政策を推進することで、日本を元気にしていき
ます。

皆さまからいただく

生の声が原動力です

参議院議員　石田 まさひろ

安定した外交による

国の安全は社会保障の基礎

外務副大臣　あべ 俊子

　皆様お健やかに新春をお迎えのことと存じます。
鹿児島県看護連盟の皆様には日頃より温かいご支援を賜り、
心より感謝申し上げます。昨年は内閣改造に伴う人事で、外
務副大臣を拝命いたしました。安定した外交による国の安全

は社会保障の基礎と考え、本年も引き続き、頂いた公務に邁進する所存でございます。
　新年を迎え、我が国が抱える 2025 年問題への思いが一層強くなるのを感じております。看護の対象
はさらに拡大し、求められるケアも多様化しております。社会の大きな変化から国民の健康を守るた
めには、看護師皆様のお力が本当に必要です。やりがいのある看護を、いつまでも続けることができ
る制度づくりに、全力で取り組んで参ります。引き続き忌憚ないご意見、ご指導を賜りますようお願
い申し上げます。
　皆様のご健勝と貴連盟のますますのご発展を心より祈念いたしまして、新年の挨拶とさせて頂きます。
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　鹿児島県看護連盟の皆様におかれましては、ますますご清祥の
ことと存じます。
　年頭にあたり、謹んで初春のお慶びを申し上げます。

　さて昨秋の内閣改造において、厚生労働副大臣を拝命しました。就任に際しては多方面から、心温
まる激励を賜り身に余る光栄に存じます。平素にも増して、細部に心を尽くし職責を果たす所存です。
　本年は皇室典範特例法により今生天皇が退位され、新たな御代に移ることとなります。また、2040
年を照準とする社会保障制度構築のため、さらなる改革に着手する年でもあります。
　いのちの最前線に立つ看護職にとって、まさしく働き方改革元年とも呼ぶべき重要な転換点となる
ことが予測されます。一人一人の個性が活かされ、社会保障の実現者として生涯に渡る社会貢献がで
きるよう、これからも、しっかり現実を踏まえた対策を実現して参ります。
　みなさまの真心に改めて感謝を申し上げますとともに、新年が健やかな笑顔に包まれるよき年とな
りますことを、心よりご祈念申し上げます。

一人一人の個性が活かされ、

社会貢献ができるように

厚生労働副大臣　たかがい 恵美子

「誰もがより健康で

活躍できる社会」の実現

衆議院議員　木村 やよい

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　昨年は厚生労働委員会で 3回質問しました。

　いよいよ 4月より働き方改革関連法が施行されます。94 年に策定されてから一度も改定されていな
い看護師確保等基本指針の改定や、勤務間インターバルの適正な確保・深夜業の回数の上限の設定を
引き続き求めてまいります。
　これからも看護職議員として、看護と政治をつなぐ役割を果たし、現場の声を政策に反映してまい
ります。何よりも、光の当たらぬところにあたたかな光を当てていく政治を忘れずに、女性の視点、
母親の視点、看護職の視点を生かし「誰もがより健康で活躍できる社会」の実現に向け、皆さまのご
期待と信頼に応えてまいります。
　引き続き、ご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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10/18 木 石田まさひろ議員、 奄美へ

　奄美大島の 8 施設を大島支部役員 3 人と会長、幹事長、石田先生合わ
せて６人で訪問し、延べ 146 人と面談しました。
　現場の声を熱心に伝えていただき、しっかり受けとめました。

（県事務局）

土10/20 九州ブロックポリナビワークショップ in 佐賀

（中村美由紀）

　2012 年から始まり、年に 1 度九州ブロック内でポリナビワークショップ＊（研修会）が開催されています。
　今年は第 6 回として佐賀県で開催されました。
　これまでも九州各県それぞれが講義や口演を担当し、参加者も含め「看護と政策」等について一緒に考えるという時
間になっていましたが、今回はさらに現状を踏まえつつ、今後どのように看護が変わっていくのか未来について考えて
みようというテーマで行われました。現状だけではなく、その先を推測しながら自分たちの考えを伝えていくことは、
論理的な構成を求められる点において非常に難しい作業です。しかも 5 分程度と限られた時間です。
　トピックとしては、AI や IoT のテクノロジーについて、また在宅医療の今後といった医療環境についての２つに大別
されていたように思います。参加者だけではなく、登壇する方々にとっても学びは多かったのではないでしょうか。
　今後もこの九州ブロックでの研修会は継続されます。もっと多くの方が参加しやすくなるような試みができないか等
現在、検討中とのことで随時、情報発信に努めていきたいと思います。

ガーデンテラス佐賀 ホテル＆マリトピア　13：30 ～ 17：00

＊ポリナビワークショップ
　ポリナビとはPolitic Navigator’s Networkの略。看護の若手が集い、政策を中心に学び、考える場として全国で開催されています。
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　鹿児島中央公民館で岩井郁子先生による看護記録研修会が開催されました。
　今回のテーマは “法的にも診療報酬上の要件をも証明する簡潔明瞭な看護記録～日本看護協会「看護記録に関する指
針 2018」をどう読み実行するか～ “と大変興味深いことや、14 年間にわたる鹿児島での岩井先生の講義が最後という
こともあり 299 名という多くの方に参加して頂きました。
　講義の中で先生が重ねて言われていたことは、「看護とは」「看護記録とは」「診療報酬とは」など言葉の概念・定義
を明確に理解することが重要であるということでした。正しく理解することによって、どのように、何を記録する必要
があるのか、記載内容のポイントがわかるということを改めて学ぶことができました。
　チームで患者をケアするという本来の責務を果たすために、看護記録の本質を理解し、「患者の記録」に立ち返り、
継続看護に行かせる簡潔明瞭な記録が必要であることを感じた研修でした。
　何回聞いても新たな発見や気づきが多く、大変わかりやすい講義であり、あっという間の１日でした。14 年間で
4211 名の方に受講して頂き、岩井先生の熱い思いが鹿児島県民に伝わり引き継がれていくと思います。
　岩井先生に心より感謝致します。

200 名を超える参加者があり、
盛会なりました。石田議員も

加わり最後は全員でディスカッ
ションの時間もありました。

日10/28 看護記録研修会

（原田昌子）

鹿児島市中央公民館　10：00 ～ 16：00
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　在宅医療を推進したい最近の流れと、そこでの活躍が期待されている「看護師特定行為」。
　本格的に制度が始まって 3 年ほど経ちますが、なかなか認知も実践も進んでいないのが現状です。
　そこで訪問看護の現場で活躍されている方、看護師特定行為の研修に従事されている方、研修を修了された方を招き、ざっ
くばらんに語っていただく座談会を企画いたしました。
　訪問看護では、どのような特定行為の区分が効果的なのか、あるいは必要なのか、または特定行為の制度的にみて在宅
分野での拡がりがなぜ薄いのか等いろいろな話題が飛び出し、それぞれの考えや実情を話していただきました。参加者か
らの質問やコメントも多く頂き、本当にありがとうございました。
　この会で出ましたものを一度整理し、今後何らかの形で皆様に提供できればと考えています。

土12/8 「在宅×特定」 ミニシンポジウム

（花原 洋）

登壇者：写真左から末永研（ステップハート訪問看護ステーション）、
田畑香織（平和会訪問看護ステーション）、畑中勇二（訪問看護ステーションさくら）、
竹之内卓（看護師特定行為研修センター）、花原洋（鹿児島大学病院）

　第４回姶良支部ＯＢ会を姶良市中央公民館研修室で催した
ところ 10 名の参加がありました。はじめに、德永会長は挨拶
で連盟活動状況、近況報告、衆参両議院の活動成果等々と看
護連盟の協力に感謝の意を述べられました。
　懇親会は自己紹介で和やかに進行。先輩方は、現役時代の
活動を懐かしく語らい、選挙対策に取り組んで来た日々と、
看護界に寄与した関係者に感謝と発展を喜び合い、また、日
常生活では訪問看護活動・ボランティア活動・趣味の披露・
健康保持、体力増進への取り組み等情報交換に花が咲き時を
忘れるほどでした。
　ＯＢ会の親睦は、時代とともに展開してきた看護職を知る
良い機会であると同時に、看護界から国会議員を送り出す事
がいかに重要であるか実感できる良い場となったと思います。

姶良地区OB 会開催しました。

（石野田京子）

11/8 木

鹿児島県市町村自治会館　14：30 ～ 16：30
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水1/9 石田まさひろ議員、 川薩、 伊佐地区施設訪問

クオラリハビリテーション病院 整形外科松元病院

済生会川内病院 鹿児島県立北薩病院

　石田まさひろ議員の施設訪問に同行いたしました。
　受入の日程や各医療機関での調整等、関係者の皆様には大変お世話になりました。
　この場をお借りしまして、厚く御礼申し上げます。 （県事務局）
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　例えば、水道の蛇口をひねれば水が出ます。普通に暮らしていれば当たり前のことです。しかし、災害があれば
当たり前ではなくなります。そして災害はいつ起こるか分かりません。同じように看護職の国会議員も次の選挙で
落選することが起こりえます。幸せ者でもその危機管理はしなくてはならないでしょう。そのための看護連盟なの
ですが、看護連盟はどうしても泥臭さを感じてしまう。なぜなら、各々の施設で地道な活動を余儀なくされること
が多いからです。なかなか馴染めない政治や選挙の事を馴染ませようとするには相当な根気と努力が必要です。
　ざっくり面倒だと言ってもいいかもしれません。
　きっと今回の応援メッセージも各々の施設幹事さんリーダーさん、看護部長さんなども巻き込みながら、きっと

「何でこんなことをしないといけないわけ？」と「だから連盟って嫌なのよ」と思うこともあったかもしれません
( 汗 )。ただ各々の施設で石田まさひろさんの応援メッセージを作ること ( 面倒臭いことをすること ) で石田まさひ
ろさんを施設全体に認知してもらえるのではないかと思い企画しました。
　冬の医療機関は特に多忙を極める中、おかげさまで 1 月 9 日の石田まさひろ大応援会は皆で参加し盛り上がった
会になったのではと感じました。
　市立病院さんのドリカムのあなたとのトゥラッタッタで始まる映像、今給黎総合病院さんは、洗練された映像に
驚き、4 支部の医師会病院さん今村総合病院さん　徳洲会病院さん　全員で盛り上げていただきました。あいうえ
お応援メッセージもありがとうございます。赤十字病院さんの石田つながりの石田クイズ　石田純一 ? 石田三成 ? 
石田まさひろさんは、石田三成の兄の末裔なんだそうです（諸説あり）。パールランド病院さんは、鹿児島曽我
どんの傘焼きの燃え盛る炎を観ながら石田さんも私もパワーをもらいました。厚地脳神経外科病院さんの桜島の
ドッカーンと眼が飛び出すイラストに笑い、厚生連病院さんの知ってる ! 知っている ! に鹿児島らしさを感じまし
た。
　応援メッセージを作成してくださった皆様に心から感謝します。
　これから 7 月の本番に向けて各々の施設でも盛り上がって頂き、期日前投票 100% を目指しましょう。そのため
にも是非、6 月 30 日（日）、15時　城山ホテル鹿児島で石田まさひろのジャンプ会を行います。応援メッセージ
を見逃した方、編集した映像を流します、また新たな応援メッセージを作成するつもりです。鹿児島の看護連盟は
力があるなーと思ってもらうためには大勢の方の参加が必要です。300 人の会場です。どなたでも参加できる会で
す。遊びに行く感覚で参加してください。
　私達看護職は自らの力で未来を拓くために看護職代表の石田まさひろさんを国政へ送り出します。皆さまの 1 票
で看護職の未来を切り開いていただきたいと切に願っています。 （英 裕子）

応援メッセージ大会 （鹿児島市）水1/9
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研修案内

看護と政策を考える意見交換会
『一緒に考えましょう～鹿児島の看護職の働き方改革』

13:30~16:00

鹿児島県副知事

中村 かおり 先生 時間

場所 鹿児島県看護研修会館 3F ホール
（受付 13：00ー）

＊参加の申し込み、詳細は連盟事務所までお問い合わせくださいませ

日付 平成 31年 3月 9日（土）

発表施設

今給黎総合病院
まろにえ介護老人保健施設
鹿児島中央看護専門学校

＊登壇者は都合により変更になる場合がございます。詳細については県連盟ＨＰからご確認くださいませ。

定員 200 名

日本看護連盟公認 LINE ＠ 「ナスレ」

看護の専門に関することだけではなく、それ以外のトピックも含め、
日々の看護に役立つような情報をお届けいたします。どうぞ上記ＱＲコードからご参加くださいませ。

LINE 内の QR コードリーダー
もしくはお手持ちのリーダーで
スキャンいたしますと、このア
カウントが「お友達」追加され
ます。

（LINE アプリが起動します。）

・ 日本看護協会をはじめとする様々な研修の日程案内

・機関紙 「アンフィニ」 のウェブ閲覧

などをはじめ現在、コンテンツの作成および整理に取り組んでおります。
皆さまのお声も頂きながら、更新していきたいと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします！
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